





















The Morphology of the Primary Dental Arch 
of Chinese Children in Shijiazhuang-City
Part-1：Research concerning the size of the primary tooth crown 
primary dental arch and the condition of primary occlusion
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A　乳中切歯 6．60±0．37 5．66 6．51±0．36 5．56
B　乳側切歯 5．45±0．49 8．99 5．35±0．26 4．80上　　顎
C　乳　犬　歯 6．59±0．44 6．69 6．42±025 3．85
D　第一乳臼歯 7．40±0．41 5．60 7．12±0．37 5．25 ＊
E　第二乳臼歯 9．01±0．46 5．06 8．83±0．44 4．95
A　乳中切歯 4．16±0．30 7．31 4．02±0．24 5．87
B　乳側切歯 4．62±0．31 6．63 4．63±0．26 5．55下　　顎
C　乳　犬　歯 5．78±0．36 6．29 5．62±0．23 4．16
D　第一乳臼歯 8．14±0．47 5．79 7．86±0．33 4．20 ＊
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垂直型 遠心型 近心型 1型 II型 田型
男児 85．0 8．4 6．6 85．6 8．4 6．0
（n＝83） （141） （14） （11） （142） （14） （10）
女児 86．0 8．7 5．3 80．7 18．0 1．3
（n＝75） （129） （13） （8） （121） （27） （2）
男女計 85．4 8．6 6．0 83．2 13．0 3．8




垂直型 遠心型 近心型 1型 II型 III型
男児 36．1 5．6 58．3 59．7 11．1 29．2
（n＝36） （26） （4） （42） （43） （8） （21）
女児 52．6 7．9 39．5 68．4 18．4 13．2
（n＝19） （20） （3） （15） （26） （7） （5）
男女計 41．8 6．4 51．8 62．7 13．6 23．7






































ターミナル　　乳犬歯　　　　　一 男児 女児 男女計
プレーン　　咬合関係 日本 石家荘市 日本 石家荘市 日本 石家荘市
垂直一1型 77．7（129）25．0（18）73．3（110）36．8（14）75．6（239）29．1（32）
垂直一II型 3．0（ 5）　6．9（5）12．0（18） 13．2（5） 7．3（23） 9．1（10）
垂直一III型 4．2（ 7）　4．2（3） 0．7（ 1） 2．0（6） 2．5（8） 3．6（4）
遠心一1型 2．4（ 4）　2．8（2） 2．7（ 4） 0．0（0） 2．8（8）1．8（2）
遠心一II型 5．4（ 9）　2．8（2） 6．0（ 9） 5．3（2） 5．7（18） 3．6（4）
遠心一III型 0．6（ 1）　0．0（0） 0．0（ 0） 2．6（1） 0．3（1） 0．9（1）
近心一1型 5．4（ 9）　31．9（23）4．7（ 7） 31．6（12） 5．1（16） 31．9（35）
近心一II型 0．0（ 0）　1．4（1） 0．0（ 0） 0．0（0） 0．0（0）0．9（1）
近心一III型 1．2（ 2）　25．0（18）0．7（ 1） 7．9（3） 0．9（3） 19．1（21）
単位：％，（実数）
100
90
80
70
60
50
40
30
20
10
0
7．39・1
5・73．6
圏日本
口石家荘市
垂直一1型　　垂直一II型　垂直一III型　遠心一1型　遠じ1－II型　遠’じi－III型　近心一1型　近心一II型　近心一III型
　　　図7：ターミナルプレーンと乳犬歯咬合関係の組合せ発現頻度
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考 察
（1）歯冠近遠心幅径について
　乳歯歯冠幅径およびその性差については，多く
の先人により報告されている2・4・5・6・7）．また歯冠形
態は，原始的形態を保持しており，変異は少ない
とされている2）．今回の計測結果と中国人小児の
歯冠幅径を日本小児歯科学会報告（1993）2）と比較
すると男児では上顎第1乳臼歯，女児では上顎乳
中切歯が日本人小児に対し大きい傾向がみられ，
他の歯種は全体的に小さい傾向であったが有意差
は認められなかった．また，男児は下顎乳側切歯
を除く全ての歯種で女児に比べ大きい値を示した
が，先人の報告では全ての歯種に対し，男児の方
が大きい値を示している4－12）．性差の検定では，上
顎第1乳臼歯と下顎第1・2乳臼歯について有意
差がみられ，日本小児歯科学会報告2）とは乳前歯
の歯冠幅径に，若干の相違がみられた．性差が認
められる部位については従来の報告でも研究者間
で必ずしも一致しないが，本調査では測定可能な
全資料を対象としているのに対し，日本小児歯科
学会報告選択基準は変動の大きい個体は除外して
いること，資料数が著老らは少ないことが関係し
ているのではないかと思われる．一般に歯冠幅径
は，男児の方が僅かに大きい傾向を示す報
告4・13・14・15）が多く，中国人小児においても同様の結
果であった．
（2）歯列弓の大きさ
　乳歯列に関する報告は，小野ら5）により多数報
告されている．その中で小野（1960）4）は，4～6
歳の正常咬合の平均値について経年的に僅かでは
あるが，歯列弓幅は増加し，歯列弓長は減少する
傾向にあると述べている．日本小児歯科学会報
告2）では男女児ともに4歳と5歳間で大きい比率
を示すことから，この時期に変換点が存在するも
のとし低年齢群と高年齢群とに区分した．高年齢
群の歯列弓幅は低年齢群より僅かに増加し，歯列
弓長径は僅かに減少しており，小野5）と同様の結
果であった．著老らの中国人小児の計測結果では
歯列弓幅径は，高年齢群は低年齢群に対し男児の
上顎でD－D，DL－DL，　EL－ELを除く他の部位，下
顎では全ての部位で僅かに増加していた．一方，
女児では上顎のEL－ELを除く全ての部位，下顎で
はDL－DLを除く全ての部位で僅かな減少がみら
れた．また，歯列弓長径は高年齢群は低年齢群に
対して男児の上顎では全ての部位で下顎ではA
－Eのみが僅かな減少を示していた．一方，女児で
は，全ての部位で僅かな増加が認められた．
　男児における傾向は小野5）の報告と同様の結果
であったが，女児においては相反するものであっ
た．著者らの資料は変動の大きい個体も含め資料
としていることが一因として考えられるが，男女
児間の成長のスパートの微妙な違い，あるいは環
境因子が関係している可能性も考えられた．
（3）歯間空隙，乳歯列咬合関係について
　歯間空隙には，霊長空隙と発育空隙とがあり，
この空隙が永久歯の配列，調整に重要な役割を示
すとされている．Baumel6），　Watsonら17）は本来空
隙のあるものとないものがあるが，小野4）は成長
とともに変化し，Baumeの報告が全ての場合当て
はまるわけではないと述べている．著者らの調査
では，経年的変化の有無を調査していないが，中
国人小児，日本人小児ともに霊長空隙と発育空隙
を有するものが，大部分であったが，上・下顎と
もに日本人小児のほうが高い傾向を示し，上顎で
の発現は日本人小児の方が有意に高かった．
　中国人小児の上顎の霊長空隙のみの発現は日本
人小児に対し高い傾向と有意差が認められた．下
顎の閉鎖型は日本人小児に比べ高い発現率であ
り，いずれも乳犬歯咬合関係は中国人小児，日本
人小児ともに1型の出現率が高い．これを乳犬歯
咬合関係と組み合わせると，中国人小児では，近
心1型が最も高い値を示した．
　ターミナルプレーンは，第1大臼歯咬合関係と
密接な関係を示すといわれ，先人の報告では，日
本人小児は垂直型が最も多く発現すると述べてい
る18）．中国人小児では，男女ともに近心型の発現が
最も多く認められた．
　難波19）は，上下顎が異なる乳犬歯咬合関係をし
ている場合にターミナルプレーンが変化すること
を示唆し，小野4）は歯列弓幅の増加は犬歯の移動，
歯列弓の形態，歯間空隙の量，空隙の有無，といっ
たさまざまな要因が関係していると述べている
が，さらに環境要因といったものも関係している
ものと考えられた．
結 論
中国人小児の乳歯列および乳歯咬合状態を調査
松本歯学　20（2）1994
することを目的に，中国石家荘市の幼稚園歯科検
診を行い，3歳より6歳の乳歯列正常咬合を有す
る，男児36名，女児19名　計55名について，乳歯
列弓の成長変化を考慮し，低年齢児群（3・4歳），
高年齢児群（5・6歳）に分類した上下顎硬石膏
模型を資料とし，日本小児歯科学会報告の計測方
法に従い計測観察を行った．また，日本人小児の
正常咬合老の値とも比較検討を行った．その結果
以下の結論を得た．
①歯冠近遠心幅径の値は，下顎乳側切歯を除く
　全ての歯種で男児は女児よりも大きい値を示
　し，日本人小児との比較では，有意差は認めら
　れなかったが全体的に中国人小児の方が小さい
　値を示した．
②中国人小児の低年齢児歯列弓の値は，日本人
　小児の値に比べ，男女とも上下顎歯列弓長径で
　小さい傾向を示した．また高年齢児歯列弓の値
　では，日本人小児に比べ男児では上下顎の歯列
　弓長径で，女児では上下顎の歯列弓幅径および
　長径で小さい傾向を示し，歯列弓高径では，男
　女で大きい傾向が認められた．
③空隙状態の発現頻度は，上下顎ともに霊長空
　隙と発育空隙が共存するもので，日本人小児に
　比べ，上下顎ともに低い傾向を示した．
④中国人小児のターミナルプレーン型別発現頻
　度は，垂直型41．8％，遠心型6．4％，近心型51．8％
　であった．
⑤中国人小児の乳犬歯咬合関係は，1型62．7％，
　II型13．6％，　III型23．7％であった．
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